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【EUSI Commentary Vol. 007】 

「ポスト・ドーハの貿易ガバナンスと EU: EUモデルは復活するのか？」 

明田ゆかり(慶應義塾大学理工学部講師・EUSI主任研究員(EU政治)) 

 

2011年 12月、10年に及ぶ紆余曲折の末にWTO ドーハ開発アジェンダ(DDA)が 

事実上の交渉挫折を宣言し、多国間貿易レジームが深刻な危機に陥っている 

ことを世界に痛感させた。DDAは、過去 9回のラウンドのなかで EUが初めて交渉 

開始のリーダーシップを発揮し、グローバル・アクターとしての EUを印象付け 

た記念すべきものであった。だが、そのリーダーシップはユーロ危機の前後 

から急激に失速し、最後はアメリカと新興経済パワーの対立の間に埋没して 

しまった。DDAにおいて EUは何をめざし、どこで間違ったのだろうか。そして、 

ポスト DDAの貿易ガバナンスが模索されるなか、EUの積極的役割の復活は期待 

できるのだろうか。 

 

DDAのアジェンダ・セッティングにおいて、EUは一貫して交渉議題の拡大を 

目指していた。議題を市場アクセスに限定した「ミニラウンド」を主張した 

アメリカを説得し、EUは DDAをウルグアイ・ラウンド(UR)に匹敵する「包括 

ラウンド」とすることに成功した。「包括ラウンド」という枠組みは、EUに 

とって交渉内容(サブスタンス)の観点からも、合意を形成するための手続き 

(プロセス)の観点からも不可欠であり、同時に DDAの運命に決定的な影響を 

及ぼすことになった。 

 

  (続きはこちら↓) 

http://www.hit-u.ac.jp/kenkyu/eusi/eusicommentary/vol07.pdf 

 
 

【EUSI所属研究者による記事・執筆情報紹介】 

林秀毅「ユーロ危機と EUの新たな制度設計-金融か、財政か-」 

『国際金融』(外国為替貿易研究会、2012年 9月 1日号) 

 
 

【EUに関するニュース】 

2012年 8月 14日 第 1回 EU・中国宇宙科学技術協力対話、北京で開催。宇宙科学技術協力をめぐる幅広い

協力表明 

2012年 8月 16日 メルケル独首相、ドラギ ECB総裁の債務危機戦略を支持し、財政政策統合の「財政同盟」を

主張 

2012年 8月 16日 ノボトニー墺中銀総裁、EUの財政政策統合の「財政同盟」の次世代での実現の必要性を主

張 

2012年 8月 16日 欧州委員会、タバコ規制法案の見直しの一環で、タバコのパッケージのロゴ禁止を検討 
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2012年 8月 16日 韓国政府関税庁、貿易統計発表。対 EU輸出量は 6月で 40.7％減、7月で 19.3％減 

2012年 8月 17日 スペイン中央銀行、国内銀行の不良債権統計を発表。6月で 1644億ユーロ、9.42％で過去

最高 

2012年 8月 17日 シュピンデルエッガー墺外相、ギリシャ念頭に財政再建の約束守れぬ国はユーロ圏追放と主

張 

2012年 8月 18日 ショイブレ独財務相、ギリシャへの新支援プログラムの可能性を否定 

2012年 8月 18日 デギンドス・スペイン経済相、ECBは国債買入れの上限を外し、効果的で無制限の買入れを

要求 

2012年 8月 20日 欧州委員会の共同研究センター(JRC)、2012年度研究開発投資概況報告書を発表。投資

増を予測 

2012年 8月 20日 独連銀、ECB国債買入れ反対姿勢を月報にて発表。バッセラ伊経済発展相、独連銀の姿

勢を批判 

2012年 8月 20日 アスムセン ECB専務理事、ギリシャのユーロ離脱は望まないが対処可能と独紙に発言 

2012年 8月 21日 ルーマニア憲法裁判所、緊縮財政の大統領の罷免を問う 7月 29日国民投票が要件未満で

無効と宣言 

2012年 8月 22日 サマラス・ギリシャ首相、ユンケル・ユーログループ議長と会談。緊縮緩和の理解求める 

2012年 8月 22日 ロシアWTO正式加盟。EU、3番目に大きな貿易相手国であるロシアのWTO加盟歓迎声

明発表 

2012年 8月 22日 財務省、7月貿易統計発表(速報値)。日・EU貿易は 952億円の赤字(過去最大)、対 EU輸

出額大幅減 

2012年 8月 22日 韓国政府知識経済部貿易委員会、EU・韓国 FTAによる貿易被害申請を初認定 

2012年 8月 23日 独仏首脳会談、ベルリンで開催。ギリシャ首相との首脳会談前に財政緊縮策実施に関する

協議 

2012年 8月 23日 ショイブレ独財務相、ギリシャ支援は限界で時間の猶予は問題解決にならぬと、首脳会談前

にクギ 

2012年 8月 24-25日 サマラス・ギリシャ首相、オランド仏大統領、メルケル独首相と個別に首脳会談 

2012年 8月 27日 独仏財務相会談。ギリシャ・スペイン・イタリア債務危機問題に関して協議 

2012年 8月 28日 EU と豪州、双方の排出量取引制度の完全連結に向けて合意 

2012年 8月 29日 外務省、外航海運温暖化に関する EU独自の規制に対抗し、国際海事機関による枠組を促

す書簡送付 

2012年 8月 29日 欧州委員会、アイルランド航空大手二社ライアンエアーとエアリンガス合併に対する調査開始 

2012年 8月 29日 独伊首脳会談、ベルリンで開催 

2012年 8月 30日 仏西首脳会談、マドリードで開催 

2012年 8月 30日 中独首脳会談、北京で開催。温家宝首相、リスク評価を前提に欧州国債購入継続の意向を

表明 

2012年 8月 30日 2012年度ポルトガル財政赤字、EU支援条件である対 GDP4.5％以上の 5.3％の見通しと報

道 

2012年 8月 31日 スペイン、銀行法可決。レーン経済通貨問題担当欧州委員、同法を評価する声明発表 

2012年 8月 31日 スペイン政府が国有化した金融機関 BFAバンキア、2012年会計年度(同年 6月末)決算書

を発表 

 

 

【編集後記】 

9月 6日の ECB政策理事会は、新たな国債買い入れ枠(OMT)を設定すると発表し 

ました。期間 1-3年の国債を対象とし金額は無制限といった内容はほぼ事前の 

期待通りの内容だったと言えます。 

同時に、今回の決定にはドイツの反対があったとされています。ECB としては、 

問題を抱える南欧諸国が、先ず欧州金融安定ファシリティー(EFSF)または欧州 

安定メカニズム(ESM)に支援を求めることを条件とし、救済が無制限となること 

に歯止めをかけたい考えです。しかしそれだけでは十分でなく、欧州の危機 
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対応が信認を得るためには、10月中旬の EU首脳会議へ向け、「銀行同盟」の 

具体化などによって、新たな制度設計の方向性が示されることが必要になる 

でしょう。 

 

 (林 秀毅・EUSI・一橋大学・EUSI メールマガジン編集担当) 

 
 

9月に入り研究のためイギリスに来ています。今年はダイヤモンド・ジュビリー 

(エリザベス女王即位 60年)、ロンドン五輪、パラリンピックと大きなイベント 

を立て続けに開催し、五輪そしてパラリンピックでの英国代表の目ざましい 

活躍によりイギリスは現在大変な活気と自信に満ちているように感じます。 

思えば昨年はロンドンで長期にわたって暴動が起こり、五輪開催前も空港での 

混雑や警備員不足など不安要素を大いに抱えながらも、結果的にはイベントを 

成功に導き、また世界中からの観光客を温かく迎える姿勢に触れ、ホスピタリ 

ティー溢れるこの国の精神に心から敬意を表します。 

さてイギリスでは、債務危機以降 EU懐疑論・脱退論の声が高まっております。 

実際に債務危機でのイギリスの存在感は、ユーロ圏外でもあるためあまりある 

とは言えず、加えて先日ロンドンでの銀行間金融取引基準金利の不正が発覚し、 

結果的に金融不安を助長するという有り難くない役割を果たしてしまいました。 

「厄介なパートナー」と揶揄されながらも、この債務危機の中でイギリスの 

果たすべき役割は決して小さいものではないと思います。五輪・パラリンピック 

という大きな祭りの終了後、イギリスはいかにして欧州に関与してゆくのか、 

今後も注視してゆきたいと思います。 

 

 (林 大輔・EUSI慶應分室・EUSI メールマガジン編集担当) 
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